
 

 

 

 

 
 

 

 

那加三小の子どもたちは 

上手に iPadを学習で使っています。  
8 月 2 日「かかみがはら教育発表会」が中央図書館の教育センターで開かれ、那加三小が発表をしま

した。6 年生児童と教諭数名にて、「ICT で楽しく学べる那加三小」と題して発表しました。那加三小で

は特色ある教育活動として「ICT 教育」に力を入れ、市全体の参考となるよう取り組んでいます。 

今回は、お子さんが毎日、ランドセルに入れている iPad の学習利用について紹介します。 

 
低学年の皆さんも iPad に文字を書いたり、写真

を撮ったり、使うことに慣れています。一人一人が

iPad を自在に学習で使っています。 

 
 中学年では、小グループでの話し合いに、1 台の

iPad をみんなで見て、話し合いをしています。書

くよりも、自由に配置できるところが便利です。 

 
 どの学年でもよく使うのが、自分の考えを友達に

伝えるプレゼンテーションです。ノートを見せるよ

り、説明をするにはカラーで分かりやすいです。 

 
 高学年では、ひとつの資料を何人かで共有して、

同じノートに入力して、考えを深めています。大き

な紙を使っていた学習が、手軽になりました。 

 これからも、楽しく学べるＩＣＴ教育を進めてまいりますので、お子さんの iPad の中にある学習成果

を、保護者のみなさまも、ぜひご覧ください。               （文責 校長 加藤浩幸） 

那加三だより  

那加第三小学校 

学校だより 

 Ｒ５．９．２２ 
学校の教育目標 「かしこく ゆたかに たくましく」 

←学校ホームページで、子ども達の姿をご覧ください http://edu-kakamigahara.com/naka3sho/ 
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